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1.0-fo十 fl , (1)
ここで fotま,時空平均化された部分, flは乱れの場 (EH)を支える無摂動分布函数
である｡この場合の基礎方程式は下記になる｡
8-atfl･ V･>f1--:rlH･afvEH･aiv(f｡+ fl) (2)















BE-GEL + aEH ,








か f+V▽af - 三 EH fvaf+三相 £ (f｡+fl) , (6 )
我々の目的は (6)式から afL と ∂fH の従う基礎方程式を導出する事であるO さて
系の中に2つのタイムスケールがあるのでフいわゆる準線形近似の手法を用いるとafL
の従 う式は次式になる｡
か fL+V▽afL - 三 く E H gvafH>
∂ e ∂





原式との差を取 りモー ド間結合を無視すると∂fH の従う式として我々は次式を得る｡
釦 fH+ V▽SfH-三 EH£ afL十三 ∂EL£ 十三SEHafvf｡ ∴ (8)

























イオン波の誘電率 (9)は近似的に下記の様に2つの部分に分解 して見ると判 り易い｡
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eL(k,W)- Eo(k,W)+ eN(k,W) (l l )












































T.- -Jf kk 2Pl
ke2wk k…a,k
(Te/m-1/2 (Ti/M-1/2~~▲＼ 2k2Ti/M
一方 γN はプラズマ波乱流からイオン波-のエネルギーの流れを示 し,
･N- %3W(潤 (Te怯 )1'2×
ほe(冒)2･3:巨 ex pl一 芸e(:)2,>o
(17)






47TN KTe - 1･5×(描写exp〔完), ｡18)
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